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葉
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葉
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人
が
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ま
し
た
。
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松
崎
町
で
は
令
和
８
年
度
か

ら
「
ふ
る
さ
と
松
崎 

学
生
ア

ン
バ
サ
ダ
ー
制
度
」
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。
松
崎
町
の
魅

力
あ
ふ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン

テ
ン
ツ
を
見
た
り
、
体
験
し
た

り
、
町
民
の
方
々
と
触
れ
合
っ

た
り
す
る
こ
と
で
「
松
崎
フ
ァ

ン
」
に
な
っ
た
学
生
を
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
に
任
命
し
、
彼
ら
が
町

の
魅
力
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
発
信

し
て
い
く
制
度
で
す
。

 

一
期
生
と
し
て
、
安
島
芽
生
さ

ん
（
慶
應
義
塾
大
学
４
年
生
・

大
阪
府
出
身
）
、
北
島
杏
結
さ
ん

（
産
業
能
率
大
学
４
年
生
・
松

崎
町
出
身
）
、
亀
田
紗
良
さ
ん

（
横
浜
市
立
大
学
３
年
生
・
北

海
道
出
身
）が
就
任
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
感
性
で
、
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
情
報
を
発
信
し
て
も
ら

い
ま
す
。

　

４
月
６
日
に
任
命
式
が
行
わ

れ
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
を
前
に

堂
々
と
自
己
紹
介
と
抱
負
を
発

表
し
、
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て

の
初
仕
事
を
こ
な
し
ま
し
た
。

 

過
疎
化
が
進
む
松
崎
町
に

と
っ
て
、
学
生
な
ど
若
い
世
代

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と

は
、
今
後
の
関
係
人
口
の
拡
大

に
向
け
て
、
と
て
も
重
要
な

テ
ー
マ
と
な
り
ま
す
。
そ
う
し

た
観
点
か
ら
も
「
ふ
る
さ
と
松

崎 

学
生
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
町
民

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
み
ん
な

で
松
崎
町
を
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

・
亀
田
紗
良
（
か
め
だ
さ
ら
）

　

一
般
社
団
法
人
コ
ッ
レ
ー
ガ

が
主
催
す
る
令
和
７
年
度
「
わ

が
ま
ち
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
参
加
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で
松
崎
町
を
初
訪
問
。

「
石
部
棚
田
の
観
光
活
性
化
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
事
業
提
案
を

行
う
。
そ
の
後
も
昨
年
秋
の
石

部
棚
田
収
穫
祭
に
参
加
し
、
棚

田
保
存
会
と
交
流
し
、
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
な
ど
、
松
崎
町
を
訪

問
。
棚
田
保
存
会
と
も
連
携
を

継
続
中
。

「
ふ
る
さ
と
松
崎 

学
生
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
制
度
」
ス
タ
ー
ト

・
安
島
芽
生
（
や
す
じ
ま
め
い
）

　

一
般
社
団
法
人
コ
ッ
レ
ー
ガ

が
主
催
す
る
令
和
７
年
度
「
わ

が
ま
ち
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
参
加
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で
松
崎
町
を
初
訪
問
。

「
こ
ど
も
た
ち
の
田
舎
体
験
留

学
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
事
業
提

案
を
行
う
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終

了
後
も
提
案
し
た
テ
ー
マ
の
実

現
に
向
け
て
松
崎
町
と
連
携
を

行
っ
て
い
る
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課(

４
２)

３
９
６
４

・
北
島
杏
結
（
き
た
じ
ま
あ
ゆ
）

　

松
崎
町
江
奈
の
出
身
で
松

小
・
松
中
の
卒
業
生
。
中
学
時

代
は
静
岡
県
市
町
対
抗
駅
伝
の

選
手
も
務
め
る
。
た
び
た
び
祖

父
母
が
住
む
松
崎
町
に
帰
省
す

る
か
た
わ
ら
、
昨
年
秋
か
ら
松

崎
町
観
光
協
会
の
「
盛
り
上
げ

隊
」
と
し
て
松
崎
町
で
活
躍
す

る
人
物
に
焦
点
を
当
て
た
コ
ン

テ
ン
ツ
制
作
に
取
り
組
み
、
観

光
協
会
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に

素
材
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

▲亀田　沙良さん

▲北島　杏結さん

▲安島　芽生さん
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「
発
信
す
る
」

　

「
発
信
す
る
」･･

･
･
･
･

４
年
目
「
先
生
大
集
合
」の
転
換

４
年
目
「
先
生
大
集
合
」の
転
換

令
和
８
年
度
「
松
崎
の
教
育
」
が
め
ざ
す
も
の

令
和
８
年
度
「
松
崎
の
教
育
」
が
め
ざ
す
も
の

１　

は
じ
め
に

　

町
内
教
育
施
設
の
交
流
・
研

修
機
会
と
し
て
立
ち
上
げ
た

「
先
生
大
集
合
」
は
、
１
年
目

の
重
点
テ
ー
マ
で
あ
る
「
知
り

合
う
」
を
皮
切
り
に
「
深
め

る
」
、
「
広
め
る
」
と
変
遷
し
な

が
ら
３
年
間
継
続
し
て
き
ま
し

た
。
昨
年
度
７
月
に
実
施
し
た

共
通
体
験
活
動
後
の
参
加
者
ア

ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、
「
共
同
作

業
を
通
じ
て
他
校
種
の
先
生
方

や
地
域
の
方
々
と
自
然
に
会

話
が
生
ま
れ
た
」
と
い
う
声
に

加
え
、「
知
っ
て
い
る
先
生
と
雑

談
な
ど
で
近
況
を
話
す
こ
と
も

で
き
る
」
、「
昨
年
の
体
験
活
動
の

話
題
も
出
て
、
楽
し
い
交
流
が

で
き
た
」
な
ど
、
活
動
を
継
続

し
て
き
た
成
果
が
確
実
に
表
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
３
年
間
の
成
果
を
引
き

継
ぎ
つ
つ
、
４
年
目
「
発
信
す

る
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
教
職

員
の
つ
な
が
り
の
フ
ェ
ー
ズ
か

ら
授
業
・
保
育
の
質
の
向
上
を

核
と
す
る
フ
ェ
ー
ズ
へ
の
転
換

を
考
え
て
い
ま
す
。
垣
根
が
な

く
な
っ
た
教
職
員
が
お
互
い
の

実
践
を
見
せ
合
い
、
校
種
を
越

え
共
通
し
て
「
松
崎
の
子
に
育

て
た
い
力
」
を
考
え
て
い
く
段

階
に
入
っ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。

２　

今
年
度
の
取
り
組
み

　

具
体
的
な
取
り
組
み
は
３
点

あ
り
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
「
教
師
の
発
信
」

で
す
。
昨
年
度
、
松
崎
小
学
校

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
授
業
公
開

は
、
他
校
種
で
継
続
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
「
子
ど
も
の

発
言
に
対
す
る
小
学
校
の
先
生

の
返
し
方
や
子
ど
も
同
士
を
つ

な
ぐ
声
掛
け
に
学
ぶ
べ
き
こ
と

の
多
さ
を
感
じ
た
」
、
「
繰
り
返

し
の
中
で
無
理
な
く
習
得
し
て

い
く
小
学
校
の
方
法
は
、
園
生

活
の
中
で
も
取
り
入
れ
た
い
」

な
ど
、
授
業
公
開
が
他
校
種
の

教
職
員
の
学
び
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
今
年
度
は
、
授

業
・
保
育
を
録
画
し
、
そ
れ
を

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
で
一

斉
に
町
の
教
職
員
に
配
信
で
き

る
「
レ
コ
ロ
ク
」
を
手
段
と
し
、

情
報
機
器
を
活
用
し
た
研
修
手

法
に
つ
い
て
模
索
し
て
い
き
ま

す
。

　

２
点
目
は
、
「
子
ど
も
の
発

信
す
る
力
」
を
育
成
す
る
こ
と

で
す
。
本
町
で
は
教
職
員
共
通

の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
そ
れ

を
「
話
す
（
発
表
す
る
）
力
」
と

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
抜
く
た

め
に
、「
話
す（
発
表
す
る
）
力
」

を
ど
の
授
業
で
も
育
み
、
ど
の

子
に
も
実
感
さ
せ
る
こ
と
が
最

重
要
で
す
。「
話
す
（
発
表
す
る
）

と
は
、ど
う
い
う
こ
と
か
」
、「
話

す
（
発
表
す
る
）
た
め
に
必
要
な

要
件
は
何
か
」
、
「
相
手
に
伝
わ

る
話
し
方
（
発
表
の
仕
方
）と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
」
な
ど
、

「
話
す
（
発
表
す
る
）
力
」
を
育

む
と
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ

ロ
ー
チ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら

を
体
系
的
に
整
理
し
、
学
校
単

位
の
教
職
員
が
同
一
歩
調
で
実

践
し
、
共
有
し
、
反
省
し
、
新

た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
模
索
す
る

サ
イ
ク
ル
を
立
ち
上
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
「
地
域
へ
の
発

信
」
で
す
。
２
点
目
の
取
組
の

様
子
を
保
護
者
や
松
崎
高
校
・

伊
豆
松
崎
分
校
な
ど
に
発
信
し

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
理
解
者

が
増
え
、
教
職
員
の
取
組
を
後

押
し
し
て
い
た
だ
く
機
運
が
高

ま
る
と
考
え
ま
す
。
参
観
会
な

ど
授
業
公
開
で
「
話
す
力
」
を

伸
ば
し
て
い
る
場
面
や
、
学
習

発
表
会
な
ど
子
ど
も
が
大
勢
の

前
で
話
す
場
面
な
ど
、
家
庭
や

地
域
に
向
け
て
積
極
的
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
町
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
「
今

日
の
ま
つ
ざ
き
」
（
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
）
な
ど
と
い
っ
た
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
、
指
導
主
事
が
地
域
に
発

信
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
度
も
町
の
子
ど
も
た
ち

の
資
質
・
能
力
の
向
上
を
目
指

し
、
校
種
を
越
え
た
連
携
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
キ
ー
ワ
ー
ド

「
発
信
す
る
」
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

３　

お
わ
り
に

　

引
き
続
き
、
松
崎
町
な
ら
で

は
の
教
育
の
源
流
で
あ
る
「
松

崎
町
幼
小
中
教
職
員
の
ク
レ

ド
」
と
「
21
世
紀
松
崎
町
３
つ

の
実
践
運
動
」
と
い
う
土
台
も

忘
れ
ず
、
日
々
の
教
育
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会(

４
２)

３
９
７
１

▲夏の共通体験活動の１つ「桜葉料理体験」
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【問合せ】　松崎高校（４２）０１３１

松崎高校広報～西豆と共に～

新入生オリエンテーション（１年生）　

　４月９日、新入生オリエンテーションを行いました。

参加した１年生からは「高校生活では自分自身の将来

のために、毎日の努力や、心がけの積み重ねが大切だ

と思った。これからも、ルールを守って生活していき

たい」などの感想が聞かれました。人間関係づくりの

ためのコンセンサスゲームにも取り組み、「この時間

で全く知らなかったクラスメイトと話し合いができて

良かった」などの声もあり、和やかな雰囲気の中で交

流を深めることができたようです。

令和７年度　大学等合格実績及び就職先（令和８年３月卒業生）
 《 四年制大学・短期大学 》

　京都工芸繊維大学、新潟県立大学、長野県立大学、日本大学、東海大学、東京電機大学、

　関東学院大学、神奈川大学、金沢工業大学、京都芸術大学、常葉大学、静岡理工科大学　など

 《 専修学校・専門学校 》

　神奈川県立衛生看護専門学校、下田看護専門学校、大阪大学歯学部附属歯科技工士学校

　静岡県立看護専門学校、静岡工科自動車大学校、静岡デザイン専門学校、中央工学校　など

 《 就職（公務員を含む） 》

　自衛隊、下田地区消防組合、トヨタ自動車株式会社、社会福祉法人十字の園　など

　４月６日、令和８年度入学生を迎えて入学式を行い

ました。矢野あおい校長から 16 人の入学が許可され、

高校生活がスタートしました。新入生を代表して、松

崎中学校出身の松原悠南さんが「少ない人数だからこ

そ仲間や先生と深い関係を築きたい。」「勉強だけでな

く部活動などにも積極的に参加し、卒業後に必要な力

を身に付けたい」「切磋琢磨し、共に認め合い共に支

え合いながら充実した高校生活を送りたい」と高校入

学に際しての決意を述べ、宣誓を行いました。

入学式　

　４月 24 日、前期生徒総会を開催しました。生徒会

長の山田舶成さんは、「百花繚乱」を今年度の目標に

掲げ、生徒一人ひとりが主役となり、輝けるような学

校生活を目指していきたいと力強く宣言しました。ま

た、新たな試みとして、生徒会と教職員が共同でイン

スタグラムを運営することで、松高の魅力を最大限に

発信していきたいという考えを示しました。あわせて、

５つの専門委員会の委員長が、今年度の活動計画を発

表しました。

前期生徒総会
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ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

〇
雑
が
み
の
収
集
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
12
月
か
ら
新
た
に

開
始
し
た
雑
が
み
の
収
集
は
、

令
和
７
年
度
に
約
19
㌧
回
収

し
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
へ

再
資
源
化
さ
れ
ま
し
た
。
可
燃

ご
み
が
減
少
す
る
こ
と
で
、
焼

却
用
薬
品
や
焼
却
灰
の
処
理
な

ど
の
コ
ス
ト
削
減
も
で
き
ま
し

た
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

【
お
願
い
】

　

汚
れ
た
紙
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
ま
せ
ん
。
汚
れ
が
と
れ
な

い
紙
は
、｢

可
燃
ご
み｣

と
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

汚
れ
た
紙
が
混
ざ
っ
て
い
る

と
周
り
が
汚
れ
て
、
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
な
く
な
る
も
の
が
、
さ

ら
に
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
の

で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
ご
み
減
量
化
の
施
策

　

左
上
の
表
の
と
お
り
、
松
崎

町
の
可
燃
ご
み
の
多
く
は
『
紙
・

布
類
』
、
『
ち
ゅ
う
芥
類
（
生
ご

み
）
』
で
す
。

　

『
紙
・
布
類
』
は
、
こ
れ
ま

で
の
新
聞
紙
、
雑
誌
、
段
ボ
ー

ル
、
紙
パ
ッ
ク
に
加
え
、
令
和

５
年
12
月
か
ら
雑
が
み
を
収
集

し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
、
可
燃

ご
み
の
中
に
、
雑
が
み
と
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
と
思
わ
れ

る
も
の
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

も
う
一
度
、
雑
が
み
と
し
て

収
集
で
き
る
も
の
を
ご
確
認
い

た
だ
け
る
よ
う
に
改
め
て
周
知

し
て
い
き
ま
す
。

　

『
ち
ゅ
う
芥
類
（
生
ご
み
）
』

は
、
そ
の
成
分
の
多
く
が
水
分

で
す
。
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
る
前
に

水
き
り
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

生
ゴ
ミ
処
理
機
や
コ
ン
ポ
ス

ト
の
補
助
制
度
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
各
家
庭
へ
の
お
願
い

　

ご
み
減
量
化
は
、
家
庭
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
ご
協
力
が
不
可
欠

で
す
。
特
に
３
Ｒ
活
動
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

・
リ
デ
ュ
ー
ス
（
発
生
抑
制
）

　
　

食
材
は
、
使
い
切
り
、
食

　

べ
残
さ
な
い
よ
う
に
し
た
り
、

　

使
い
捨
て
の
商
品
は
、
使
用

　

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）

　
　

一
升
瓶
な
ど
の
再
使
用
で

　

き
る
物
品
の
回
収
率
を
高
め

　

ま
し
ょ
う
。

・
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
資
源
化
）

　
　

使
い
終
わ
っ
た
も
の
を
、

　

き
ち
ん
と
分
別
し
、
資
源
と

　

し
て
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
可
燃
ご
み
収
集
に
つ
い
て

　

可
燃
ご
み
は
、
必
ず
町
指
定

の
袋
を
使
用
し
、
名
前
を
書
い

て
、
収
集
日
当
日
の
午
前
８
時

15
分
ま
で
に
、
お
住
ま
い
の
地

区
の
集
積
場
所
へ
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

集
積
場
所
は
、
土
地
な
ど
を

提
供
し
て
く
だ
さ
る
方
や
清
掃
、

管
理
に
努
め
て
い
る
方
な
ど
、

地
区
の
方
々
に
よ
っ
て
管
理
さ

れ
て
い
ま
す
。
地
区
で
決
め
ら

れ
た
ル
ー
ル
を
守
っ
て
清
潔
に

使
う
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

※
他
の
地
区
の
ご
み
集
積
場
所

※
他
の
地
区
の
ご
み
集
積
場
所

　　

に
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

に
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

古
紙
類
な
ど
は
、
汚
れ
て
い

て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
も
の

な
ど
以
外
は
、
可
燃
ご
み
に
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

可
燃
ご
み
の
袋
に
ビ
ン
や
金

属
類
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

な
ど
を
入
れ
る
と
、
収
集
員
が

怪
我
を
し
た
り
、
焼
却
炉
の
故

障
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、

絶
対
に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】　

生
活
環
境
課(

４
２)

３
９
６
９

ク
リ
ー
ン
ピ
ア
松
崎(

４
５)

０
６
０
２

〇松崎町の可燃ごみのごみ質について
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新
た
な
防
災
気
象
情
報
に
つ
い
て

　

令
和
８
年
５
月
末
か
ら
、
大

雨
警
報
・
注
意
報
な
ど
の
気
象

庁
や
気
象
台
が
発
表
す
る
防
災

気
象
情
報
が
変
わ
り
ま
し
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。

 

主
要
な
変
更
点
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

①�

土
砂
災
害
・
洪
水
災
害
・
大

雨
に
よ
る
浸
水
害
・
高
潮
害

に
関
連
す
る
防
災
気
象
情
報

を
５
段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
に

あ
わ
せ
て
整
理
さ
れ
ま
し

た
。

②�

警
戒
レ
ベ
ル
４
相
当
と
な
る

「
レ
ベ
ル
４
〇
〇
危
険
警
報
」

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

③�

河
川
氾
濫
等
に
関
す
る
情
報

と
大
雨
に
関
す
る
情
報
が
見

直
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
表
が
新
た
な
防
災
気
象
情

報
で
す
。

 

松
崎
町
、
は
気
象
台
の
発
表

す
る
気
象
情
報
を
参
考
と
し

て
、
避
難
情
報
（
避
難
指
示
な

ど
）
を
発
令
し
ま
す
。

　

な
お
、
河
川
氾
濫
な
ど
に
関

す
る
情
報
は
、
大
き
な
河
川
な

ど
の
洪
水
予
想
河
川
が
対
象
で

あ
り
、
松
崎
町
内
に
あ
る
那
賀

川
や
岩
科
川
な
ど
の
河
川
は
洪

水
予
想
河
川
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
表
内
の
大
雨
に
関
す
る

情
報
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
防
災

気
象
情
報
が
発
表
さ
れ
た
際
に

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

こ
れ
か
ら
大
雨
な
ど
の
お
そ

れ
が
あ
る
時
期
と
な
り
ま
す
。

気
象
台
が
発
表
す
る
防
災
気
象

情
報
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

 

新
た
な
防
災
気
象
情
報
に
つ

い
て
、
詳
細
を
ご
確
認
さ
れ
た

い
方
は
、
気
象
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▲気象庁気象情報　　　
二次元コード

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

  

～
自
衛
隊
防
災
テ
ク
ニ
ッ
ク
～

～
自
衛
隊
防
災
テ
ク
ニ
ッ
ク
～

 

防
災
指
導
員
と
し
て
令
和
８

年
４
月
か
ら
総
務
課
で
勤
務
し

て
い
ま
す
陸
上
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
の

小
林
と
申
し
ま
す
。

　

自
衛
隊
勤
務
間
に
得
た
経
験

の
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
参

考
と
な
る
と
思
わ
れ
る
防
災
テ

ク
ニ
ッ
ク
を
紹
介
し
ま
す
。
す

で
に
ご
存
じ
の
方
も
い
る
と
は

思
い
ま
す
が
、
お
付
き
合
い
く

だ
さ
い
。

１　

衣
類
の
パ
ッ
キ
ン
グ

　

非
常
持
ち
出
し
袋
作
り
や
比

較
的
長
期
の
旅
行
の
際
な
ど
に

衣
服
を
バ
ッ
ク
な
ど
に
入
れ
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
と
き

に
、
衣
服
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
パ
ッ

キ
ン
グ
す
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
す
。

①�

チ
ャ
ッ
ク
付
き
ポ
リ
袋
に
畳

ん
だ
、
ま
た
は
畳
ん
だ
後
に  

筒
状
に
丸
め
た
衣
服
を
入
れ
る
。

②�

椅
子
の
上
に
ポ
リ
袋
を
置
き
、

そ
の
上
に
座
り
空
気
を
抜
く
。

③�

座
っ
た
ま
ま
袋
が
潰
れ
た
状

態
で
チ
ャ
ッ
ク
を
閉
め
る
。 

　

空
気
を
抜
く
こ
と
に
よ
り
体

積
が
少
な
く
な
り
、
バ
ッ
ク
な

ど
に
入
れ
や
す
く
、
他
の
物
も

多
く
入
り
ま
す
。
普
通
の
ポ
リ

袋
で
も
、
袋
の
口
を
縛
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
こ
の
方
法
が
可

能
で
す
。

２　

ツ
ナ
缶
で
灯
か
り

　

災
害
時
に
備
え
て
缶
詰
を
備

蓄
さ
れ
る
方
も
い
る
と
思
い
ま

す
。
災
害
時
に
照
明
の
乾
電
池

が
切
れ
て
し
ま
っ
た
と
き
に
役

立
つ
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
す
。

①�

オ
イ
ル
漬
け
ツ
ナ
缶
を
開
け  

る
。
（
こ
の
時
オ
イ
ル
を
こ 

ぼ
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
）

②�

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど

で
「
こ
よ
り
」
を
作
る
。

③�

缶
の
オ
イ
ル
に
こ
よ
り
の
一

端
を
入
れ
る
。
（
も
う
一
端

は
必
ず
オ
イ
ル
の
外
に
出
し

て
く
だ
さ
い
）

④�

こ
よ
り
に
オ
イ
ル
が
染
み
渡
っ

た
と
こ
ろ
で
、
こ
よ
り
点
火

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

  

防
災
指
導
員
か
ら
の
お
知
ら
せ

防
災
指
導
員
か
ら
の
お
知
ら
せ



7

　

ま
も
な
く
梅
雨
入
り
と
な
り

ま
す
。
ま
た
近
年
は
日
本
列
島

に
接
近
す
る
台
風
も
早
期
に
発

生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

梅
雨
や
台
風
は
大
雨
を
も
た
ら

し
、
土
砂
災
害
を
引
き
起
こ
す

危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

６
月
は
、
国
土
交
通
省
が
定

め
る
「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」

で
す
。
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
土
砂
災
害
か
ら
命
を
守
る

に
は
、
ご
自
宅
や
職
場
な
ど
で

の
土
砂
災
害
の
危
険
性
を
認
識

し
、
そ
の
危
険
か
ら
の
避
難
行

動
や
避
難
先
、
避
難
を
開
始
す

る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
事
前
に
考
え

る
と
と
も
に
、
大
雨
な
ど
の
際

に
は
気
象
情
報
の
情
報
収
集
に

努
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

キ
キ
ク
ル
の
活
用

　

「
キ
キ
ク
ル
（
危
険
度
分
布
）
」

と
は
雨
に
よ
る
災
害
の
危
険
度

を
５
段
階
で
色
分
け
し
て
地
図

上
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
表
示
す

る
サ
ー
ビ
ス
で
、
危
険
度
が
一

目
で
わ
か
り
ま
す
。
キ
キ
ク
ル

は
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
ま
す
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
か
ら

ア
ク
セ
ス
す
る
際
は
、
「
キ
キ

ク
ル
」と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
は
、
左

記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
し
て
く
だ
さ
い
。

警
戒
レ
ベ
ル
を
チ
ェ
ッ
ク

　

大
雨
な
ど
の
際
に
は
、
気
象

台
の
発
表
す
る
防
災
気
象
情
報

の
警
戒
レ
ベ
ル
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

水
害
や
土
砂
災
害
に
よ
る
災

害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場

合
、
下
表
の
「
警
戒
レ
ベ
ル
」

を
用
い
て
、
避
難
の
必
要
性
を

防
災
行
政
無
線
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
避
難
情
報
発
令
時
は

安
全
な
場
所
へ
避
難
し
ま
し
ょ

う
。

【
問
合
せ
】

総
務
課(

４
２)

３
９
６
３

土
砂
災
害
防
止
月
間
に
つ
い
て

土
砂
災
害
防
止
月
間
に
つ
い
て

▲気象庁「キキクル」

二次元コード

鈴
木　

菊
江　

さ
ん

（
大
正
15
年
４
月
25
日
生
）

　

４
月
30
日
、
深
澤
町
長
は

鈴
木
さ
ん
の
自
宅
を
訪
問
し

１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
お
祝
い

し
ま
し
た
。

　

若
い
頃
は
、
一
時
期
、
東
京

に
暮
ら
し
造
幣
局
に
も
勤
務
さ

れ
、
生
ま
れ
た
伏
倉
に
戻
っ
て

か
ら
は
、
夫
婦
で
農
業
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
は
、

深
澤
町
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉

を
受
け
、
一
緒
に
記
念
撮
影
を

行
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

支
援
を
受
け
な
が
ら
過
ご
さ
れ

て
い
ま
す
。

山
本　

幸　

さ
ん

（
大
正
15
年
５
月
８
日
生
）

　

５
月
12
日
、
深
澤
町
長
は

山
本
さ
ん
の
利
用
さ
れ
て
い
る

施
設
を
訪
問
し
１
０
０
歳
の

誕
生
日
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

山
口
区
生
ま
れ
の
山
本
さ

ん
は
、
若
い
頃
は
主
に
家
事
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
１
０
０

歳
の
今
で
も
ぬ
り
絵
を
き
れ

い
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

　

長
生
き
の
秘
訣
は
、
多
少
の

好
き
嫌
い
は
あ
っ
て
も
、
こ
だ

わ
り
を
持
た
ず
に
悩
ま
な
い

よ
う
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

名
は
体
を
表
す
の
言
葉
ど

お
り
「
幸
」
で
あ
る
と
感
じ

て
い
る
そ
う
で
す
。

▲鈴木　菊江さん（伏倉）

警戒レベル 避難情報 状 況 取るべき行動

5
( 黒 ) 緊急安全確保 災害発生または切迫 命の危険　直ちに安全確保

4
( 紫 ) 避難指示 災害の恐れ高い 危険な場所から全員避難

3
( 赤 ) 高齢者等避難 災害の恐れあり 危険な場所から高齢者等は避難

2
（黄色 ) ― 気象状況悪化 自らの避難行動を確認

1
( 白 ) ― 今後気象情報悪化の恐れ 災害への心構えを高める

１
０
０
歳
の
お
祝
い

１
０
０
歳
の
お
祝
い

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課(

４
２)

３
９
６
６▲山本　幸さん（道部）
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まつざき健
けんこう

幸レシピ　No.70
長芋とオクラのごまマヨ和え

－ここがポイント－

★海苔の香りやごまのコクや風味が効いた副菜です。

　ゆっくりよく噛んで食べましょう！

エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 食塩相当量

87kcal ３.4g 3. ６g 12.0g 0.5g

（１食当たり）

－　材 料（４人前）－

長 芋 ・・・・・・・160 ｇ（5 ｃ ｍ ）

オ ク ラ・・・・・・120 ｇ（12 本 ）

すりごま・・・・・・・8 ｇ（大さじ１弱）　　　

マヨネーズ ・・・・12 ｇ（大さじ 1）

醤 油 ・・・・・・・12 ｇ（ 小 さ じ 2）

海 苔 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 枚

－　作り方　－

①長芋の皮をむき、短冊切りにする。

②オクラを５mm 幅の小口切りにする。　　　

③②のオクラを耐熱ボウルに入れ、ラップをふん　　　

　わりとかけ、電子レンジ（６００W）で２～３

　分程度、 加熱する。

④調味料Ａを混ぜ合わせる。海苔は細かくちぎる。

⑤④に長芋と粗熱をとったオクラを和え、器に盛  

　り、海苔をちらす。

【問合せ】　健康福祉課（４２）３９６６

町町  

長長  

ココ  

ララ  

ムム  　　

第第
5454
回回

県
立
高
校
の
再
編

松
崎
町
長
　
深
澤
　
準
弥

減塩

レシピ

A

～特定健診を受けましょう～

今 年 度 は 、 ベ ジ チ ェ ッ ク

（7 月 27 日、28 日、29 日、

9 月 14 日、15 日、16 日 ）

や減塩メニューの試食、イン

ボディ測定も行います！

　

静
岡
県
教
育
委
員
会
は
県

立
高
校
の
在
り
方
を
巡
り
、

各
地
で
地
域
協
議
会
を
開
催

し
て
２
０
４
０
年
に
向
け
た

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
全
体

構
想
）
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。
賀
茂
地
域
に
お
い
て

は
、
令
和
６
年
３
月
に
策
定
さ

れ
、
下
田
高
校
を
中
心
と
し
た

キ
ャ
ン
パ
ス
制
を
取
り
入
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
の
急
激
な
進
行
に

よ
っ
て
学
校
の
小
規
模
化
が

避
け
ら
れ
な
い
中
、
松
崎
高

校
は
、
松
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
と

な
る
予
定
で
す
。
県
教
委
は
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
グ
ロ
ー
カ
ル

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
実
学
系

教
育
の
充
実
、
多
様
な
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
と
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
」
を
掲
げ
た
県
高
校

教
育
改
革
実
行
計
画
を
本
年

度
中
に
策
定
す
る
方
針
で
、

再
編
後
の
学
校
像
も
こ
の
計

画
に
基
づ
い
て
描
か
れ
る
こ

と
に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

変
化
の
激
し
い
時
代
を
見

据
え
、
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
と

豊
か
な
人
間
性
を
併
せ
持
つ

人
材
の
育
成
を
重
視
す
べ
き

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
県
立

高
校
の
あ
る
べ
き
姿
を
徹
底

的
に
追
求
し
、
魅
力
あ
る
学

校
と
し
て
地
域
に
そ
の
存
在

を
ア
ピ
ー
ル
し
、
生
徒
を
中

心
に
、
保
護
者
や
県
立
高
校

に
深
い
思
い
入
れ
や
愛
着
の

あ
る
地
域
住
民
に
も
、
将
来

に
向
け
た
再
編
と
受
け
止
め

て
も
ら
え
る
よ
う
な
県
立
高

校
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
松
崎
町
と

し
て
も
共
に
今
ま
で
に
な
い

将
来
像
を
描
い
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。



 My Town Topics～まちのできごと～

　５月１日から５日にかけ、那賀川バイパス沿いの田
んぼを使った花畑で「花摘み」が行われました。
　会場には多くの人が訪れ、花畑に咲いている色とり
どりの花を摘んだり、摘んだ花でミニブーケを作った
りしました。
　また、会場にはこいのぼりもあがっており、一緒に
写真を撮っている家族もいました。

田んぼを使った花畑 「花摘み」

　５月 7日、松崎幼稚園にて人権擁護委員が訪問し
人権の花運動を行いました。
　人権の花運動は子どもたちに、花を育てることを
通じて命の尊さを実感をしてもらい、その中で優し
さや思いやりの心を育むことを目的に実施している
活動です。
　今回は、紙芝居や人権に関するお話をして子ども
たちへ「優しい心でひまわりを育ててください」と、
ひまわりの種などが贈呈されました。

　４月 25日、松崎町みどりの少年団が牛原山で入団
式を行いました。
　みどりの少年団は、自然に触れ、郷土愛を育むこ
とを目的に活動を行っており、今年は 12人が入団し
ました。
　入団式後は、記念植樹としてヤマツバキを植えた
り、マックスバリュ松崎店で緑の募金活動を行いま
した。
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松崎町みどりの少年団入団式

松崎幼稚園人権の花運動

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
ま
つ
ざ
き
5
月
号
の
掲
載
内

容
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。

【
掲
載
箇
所
】

　

松
崎
文
芸
―
俳
句
―
（
10
ペ
ー
ジ
）

【
内
容
】

　

誤･
･
･

　

草
冷
え
の
指
あ
た
た
め
し
紅
茶
ラ
テ

　

正･
･
･

　

花
冷
え
の
指
あ
た
た
め
し
紅
茶
ラ
テ　

　

誤･
･
･

　

　

夜
叉
五
倍
子
の
花
三
浦
雪
の
富
士

　

正･
･
･

　

夜
叉
五
倍
子
の
花
三
浦
道
雪
の
富
士

【
掲
載
箇
所
】

　

ま
つ
ざ
き
健
幸
レ
シ
ピ
（
8
ペ
ー
ジ
）

【
内
容
】

　
材
料
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で

改
め
て
7
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４



町の人口と世帯
（令和 8年 4月 30 日現在）

　　　　（　）内は前月比

総人口　　5,414 人　（ー  6 人）

　男　　　2,572 人　（＋  1 人）

　女　　　2,842 人　（ー  7 人）

世帯数　　2,791 戸　（＋  3 戸）

転　入 20 人　転　出 15 人

出　生 1 人　死　亡 12 人

戸籍だより

　令和 8 年 4 月発生分

　　　　　（　）内は前年同月比

　人身事故　　　4 件　（＋ 4）

　物損事故　　 12 件　（＋ 5）

　死　　者　　　０人　（±０）

　傷　　者　　　4 人　（＋ 4）

松崎町ホームページアドレス　https://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

町 の 交 通 事 故

松

崎

文

芸

松

崎

文

芸

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

※この欄に掲載を希望されない場合は、
　お申し出ください。

-

短
歌-

（3月届出分）
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広
報
ま
つ
ざ
き
二
〇
二
六
年
六
月
一
日
発
行

通
刊
　
第
　
七
　
四
　
五
　
号

発
行
　
静
岡
県
松
崎
町
　
編
集
　
企
画
観
光
課

印
刷
　
㈲
サ
ン
印
刷

〒
四
一
〇-

三
六
九
六 

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

☎〈
〇
五
五
八
〉
四
二
ー
三
九
六
四� 

℻〈
〇
五
五
八
〉
四
二
ー
三
一
八
三

地 区氏 名 年齢 届 出 人

道 部宮内さだ子 93 宮内　定次

江奈 4 石 田　 幸 95 石田　一嘉

那 賀土屋　直彦 77 土 屋　 人

金 沢 池　重子 82 池　一成

石 部大石　敏江 92 野中　眞弓

雲 見鈴木安一郎 88 髙木　妙子

石 部髙 橋　 渡 88 髙橋　敦司

峰 山本　綾子 86 山本やす代

中 村中村　一夫 85 中村かつ子

おお 悔 み 申 し 上 げ ま す（ 死悔 み 申 し 上 げ ま す（ 死 亡 ）亡 ）

夫 妻

地 区氏 名 地 区 氏 名

櫻 田 佐藤　佳弘 立 川 市 津郷　静香

おお め で と う ご ざ い ま す（ 婚 姻め で と う ご ざ い ま す（ 婚 姻 ））

山
ざ
く
ら
白
じ
ろ
咲
き
て
葉
ざ
く
ら
に

　
　
　

こ
ん
も
り
と
し
て
実
の
ひ
そ
と
生な

る　
　

石
田　

安
江

白
波
の
立
つ
こ
と
も
な
き
駿
河
湾

　
　
　

原
子
炉
の
あ
る
御
前
崎
見
ゆ　
　
　
　
　

岡
村　

芳
子

佗
助
の
落
花
の
た
ま
る
木
の
も
と
の

　
　
　

夜
目
に
ぼ
う
つ
と
明
る
み
て
見
ゆ　
　
　

杉
山
安
紀
子

須田　乙
き ほ

帆さん

（中区）

ぴぴ
かか
ぴぴ
かか
キ
ッ
ズ

キ
ッ
ズ

　

３
歳
の
健
診
で
「
む
し
歯
」

が
な
か
っ
た
お
子
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。

　

家
族
み
ん
な
で
歯
の
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

歯
と
口
の
健
康
週
間

　

６
月
４
日
～
10
日
は
「
歯
と

口
の
健
康
週
間
」
で
す
。

　

お
子
さ
ん
の
元
気
な
笑
顔
と

健
康
な
体
を
つ
く
る
た
め
に
、

歯
の
ケ
ア
は
と
て
も
大
切
で
す
。

【
歯
を
守
る
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
】

１
．
毎
日
歯
み
が
き

　

寝
る
前
と
、
保
護
者
の
方
の

仕
上
げ
磨
き
が
効
果
的
で
す
！

２
．
お
や
つ
は
時
間
を
決
め
て

　

だ
ら
だ
ら
食
べ
や
甘
い
も
の

を
控
え
め
に
。

３
．
定
期
的
に
歯
科
健
診
へ

　

小
さ
な
変
化
も
プ
ロ
に
診
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
！

小
１
フ
ッ
素
洗
口
事
業

　

小
学
１
年
生
対
象
の
フ
ッ
素

洗
口
事
業
が
、
こ
の
春
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
フ
ッ
素
は
歯
を
強
く

し
、
虫
歯
予
防
に
大
変
効
果
的
で

す
。
安
全
で
簡
単
な
こ
の
習
慣
で
、

お
子
さ
ん
の
大
切
な
歯
を
虫
歯
か

ら
守
り
、
健
や
か
な
成
長
を
応
援

し
ま
し
ょ
う
！

　

「
保
育
園
・
幼
稚
園
で
の
フ
ッ

素
洗
口
事
業
」
「
フ
ッ
素
塗
布
事

業
」
も
引
き
続
き
実
施
し
て
い
ま

す
。
特
に
フ
ッ
素
塗
布
は
、
忘
れ

ず
歯
科
医
院
に
予
約
・
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

戸籍だより
（4月届出分）


